
　

は
じ
め
に

　

県
内
の
景
気
は
、「
一
部
に
厳
し
い
状

況
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
穏
や
か
に
持
ち

直
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
民
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
く
市
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
本
市
の
行
財
政
運
営
は
、
引
き
続

き
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
の
当
初
予

算
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
地
域
の
閉
塞
感

を
何
と
か
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
市
民
の

皆
様
の
声
に
応
え
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
地
域
活
性
化
の
視
点
か
ら
、

「
選
択
と
集
中
」
に
よ
っ
て
予
算
を
重
点

配
分
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
私
の
公
約
を
具
現
化
す
る

「
地
域
再
生
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
予
算
」

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
再
生
の
ま
ち
づ
く
り

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
へ
の
取
組
と
、
産
業
振
興
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
、
市
政
刷
新
に
向
け
た

２
本
柱
と
し
て
き
ま
し
た
。
行
財
政
改
革

で
は
、
総
人
件
費
の
抑
制
、
市
債
の
繰
上

げ
償
還
や
借
換
え
に
よ
る
公
債
費
負
担
の

軽
減
な
ど
に
よ
り
、「
都
市
計
画
税
の
撤

廃
」
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。
都
市

計
画
税
は
、
街
路
や
公
園
、
下
水
道
事
業

な
ど
都
市
に
お
け
る
社
会
基
盤
整
備
を
行

う
た
め
の
目
的
税
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
こ

の
税
を
財
源
と
し
て
多
く
の
事
業
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
計
画
区
域
内
の
普
及
促
進
に

向
け
た
管
路
整
備
事
業
は
、
ほ
ぼ
終
わ
り

ま
し
た
が
、
処
理
場
な
ど
改
修
工
事
や
借

入
金
の
償
還
な
ど
、
整
備
事
業
に
関
連
す

る
負
担
は
、
今
後
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
市
政
全
般
に
お
い
て

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
歳

出
の
削
減
等
を
行
い
、一
定
の
財
源
確
保

の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、長
引
く
不
況
に
よ
っ

て
、
な
お
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
財
政
事
情
を
総
合
的

に
考
慮
し
、
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、

税
率
を
当
面
半
減
し
て
、百
分
の
0.15
と
し
、

今
後
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
る

な
ど
財
源
確
保
を
図
り
、
公
約
の
完
全
実

施
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
同
じ
く
公
約
の
一
つ
と
し
て
い

ま
す
「
１
次
産
業
の
活
性
化
」
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
な
が
と
地
域
再
生
戦
略
会
議

か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
産
業
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
計
画
の
策
定
と
、
関
係

団
体
と
の
調
整
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
平

成
23
年
度
は
、
本
格
的
に
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
重
点
事
業
を
、実
行
に
移
す
年
で
す
。

最
初
に
、
農
業
活
性
化
に
つ
い
て
は
、「
農

産
物
等
直
売
施
設
」
に
係
る
基
本
設
計
・

実
施
設
計
予
算
に
つ
い
て
の
予
算
案
が
、

市
議
会
で
削
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元
農

産
物
等
の
販
売
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、

関
係
団
体
等
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
事

業
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
改
め
て
関
係

者
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
11
月
の
臨
時
国
会
で
成

立
し
た
「
６
次
産
業
化
」
を
推
進
す
る
法

律
は
、
農
林
漁
業
者
が
生
産
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
素
材
の
加
工
、
直
売
所
で
の
販

売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
食
材
提
供
施
設

の
整
備
、
新
商
品
の
開
発
等
を
推
進
す
る

も
の
で
、
新
た
な
付
加
価
値
を
創
出
し
、

雇
用
の
確
保
と
農
林
漁
業
者
の
所
得
の
向

上
を
推
進
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
新
た
な
国
の
施
策
に
つ
い

て
も
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
提
言

の
あ
っ
た
「
農
商
工
連
携
の
促
進
」
に
つ

い
て
は
、
商
工
会
議
所
の
農
商
工
連
携
事

業
に
協
力
・
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
水
産
業
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
で
「
加
工
場
・
冷
凍
保
管
庫

の
整
備
」
に
か
か
る
事
業
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
漁
業
生
産
者
の

所
得
向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
、
そ
の
運

営
主
体
に
は
漁
協
を
想
定
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
漁
協
と
し
て
は
、
事
業
計
画

を
検
討
さ
れ
た
上
で
、「
新
市
場
建
設
も

あ
る
こ
と
等
か
ら
、
新
た
な
施
設
整
備
の

事
業
主
体
と
な
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」

と
の
経
営
判
断
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
と
し
て
は
、
１
次
産
業
の
活
性
化

策
と
し
た
事
業
の
所
期
の
目
的
か
ら
、
漁

業
者
で
組
織
さ
れ
た
漁
協
以
外
の
民
間
事

業
者
が
事
業
主
体
と
な
る
こ
と
は
事
業
目

的
に
沿
わ
な
い
と
判
断
し
、
実
施
を
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
な
お
、
提
言
の
あ
っ
た
「
魚
食
の

普
及
活
動
」に
つ
い
て
は
、「
仙
崎
旬
宣
言
」

と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
、
魚
料
理
教

室
や
学
校
給
食
へ
の
魚
提
供
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

度
の
予
算
に
お
い
て
長
門
市
観
光
基
本
計

画
に
基
づ
き
、「
事
業
の
再
構
築
」
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、「
観
光
推
進
体

制
づ
く
り
」
は
、
平
成
23
年
度
に
は
長
門

市
観
光
協
会
が
法
人
化
さ
れ
、新
た
に「
長

門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
」
を
設

立
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
活
性

化
の
事
業
以
外
に
も
、
様
々
な
諸
施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
が
、
私
は
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、「
自
分
た
ち

の
住
む
ま
ち
を
誇
れ
る
か
ど
う
か
」
と
い

う
視
点
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
で

は
、
市
民
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
。
そ
こ
で
、
行

政
と
し
て
取
り
組
む
施
策
を
、「
地
域
環

境
」「
地
域
社
会
」「
地
域
経
済
」
の
３
つ

の
要
素
で
捉
え
、
こ
れ
を
意
識
的
に
関
連

づ
け
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
財

源
に
よ
る
事
業
の
相
乗
効
果
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
地
域
環
境
」
で
は
、
自
分
た
ち

の
身
の
回
り
に
あ
る
環
境
を
大
切
に
す
る

も
の
で
、
例
え
ば
、
み
す
ゞ
通
り
な
ど
の

町
並
み
保
存
や
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を

図
ろ
う
と
す
る
取
組
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

他
に
も
、
地
域
で
の
自
発
的
な
活
動
と
し

て
「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
を
元
気
に
し
た
い
と

す
る
市
民
協
働
の
活
動
が
あ
り
、
こ
う
し

た
取
組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、「
地
域
社
会
」
で
は
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の

人
間
関
係
の
風
通
し
を
良
く
し
、
お
互
い

が
住
み
心
地
の
良
い
地
域
に
し
よ
う
と
す

る
取
組
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
地
域
活
動
に
対
す
る
無
関
心
や
、
高

齢
化
が
進
む
集
落
で
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
地
域
経
済
」
で
は
、
地
域
環

境
が
守
ら
れ
、
地
域
社
会
が
住
み
や
す
い

も
の
に
な
っ
て
も
、
地
域
経
済
が
停
滞
す

れ
ば
、
暮
ら
し
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
こ
の
対
応
と
し
て
、
産
業
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
社
会
基
盤
整
備
と
し
て
、

現
在
、
長
門
総
合
病
院
前
の
国
道
191
号
の

平
成
23
年
度
予
算
の
概
要

2
月
25
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で
開
会
さ
れ
た
3
月
定
例
市
議
会
で
、
南
野
市
長
が
平
成
23
年
度
施
政

方
針
を
表
明
し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
や
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
平
成
23
年
度
予
算
の
主
要
な
施
策
の
概
要
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲仙崎旬宣言でブランド化を推進

▲市民協働で花と緑のまちづくり

施政方針を述べる南野市長

2011.4.1 45

特 集 平 成23年 度 予 算 の 概要



ン
基
金
」
を
活
用
し
、
女
性
と
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ

及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
長
門
医

療
圏
の
地
域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ
い

て
、「
休
日
夜
間
診
療
セ
ン
タ
ー
」及
び「
地

域
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
実
施
設

計
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
図
り
、
高
齢
者
を
家
族
や
近

隣
住
民
が
支
え
あ
う
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」

体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
整
備

な
ど
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
地
域
ぐ
る

み
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
障

害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実

さ
せ
、
障
害
者
や
家
族
の
相
談
に
応
じ
る

と
と
も
に
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
事
業
所
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
福

祉
医
療
費
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

度
も
受
給
者
負
担
の
無
料
化
を
、
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
「
安
心
生
活

創
造
事
業
」
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高

齢
者
世
帯
に
対
す
る
買
い
物
支
援
や
見
守

拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
国
道

と
の
一
体
的
な
整
備
や
経
済
振
興
の
観
点

か
ら
、
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
い
る
、
市

道
中
山
池
田
線
の
道
路
改
良
事
業
に
着
手

し
て
い
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
分
た
ち
が
住
む

ま
ち
で
、
守
る
べ
き
も
の
と
改
善
す
べ
き

も
の
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、「
地
域
再

生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
平
成
23
年
度
の
施
策
体
系
に
お
け
る

「
事
業
の
再
構
築
」
を
進
め
、
市
民
の
皆

様
と
の
協
働
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
市
政

刷
新
に
邁
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
人
が
安
ら
ぐ
安
全
な
ま
ち

　

新
た
な
「
ご
み
焼
却
施
設
」
の
建
設
に

つ
い
て
は
、「
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務

組
合
」
を
中
心
に
、
平
成
27
年
度
の
供
用

開
始
を
目
指
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
千
年
の
森
」
に
つ
い
て
は
、
三
隅
地

区
に
続
き
、
平
成
22
年
度
に
長
門
・
日
置
・

油
谷
の
３
地
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
選
定
し
ま

し
た
。
千
年
の
森
が
永
く
市
民
に
愛
さ
れ

る
よ
う
、
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
参
加
に
よ
る
景
観
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
の
「
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク

in 

な
が
と
」
を
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
」
で
は
、
市
内
に
花
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
活
動
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
海
岸
清
掃
に
は
、
多
く
の
市

民
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、
着
実
に
成

果
が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
対
応
が
困
難
な

海
岸
で
は
県
の
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
を
活
用
し
、
漂
着
ご
み
の

回
収
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

上
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
油
谷
地
区
の
「
大
迫
新
配
水
池

整
備
工
事
」
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。
下

水
道
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か
に
統

一
す
る
と
さ
れ
た「
下
水
道
料
金
の
統
一
」

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
下
水
道
審
議
会
の

答
申
を
受
け
、
本
議
会
に
お
い
て
、
長
門

市
下
水
道
条
例
等
の
一
部
改
正
を
提
案
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

消
防
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
、
本
年
５
月
31
日
ま
で
の
設

置
が
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
住

宅
へ
の
推
進
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、
高
規
格
救

急
自
動
車
の
更
新
を
行
い
、
本
年
１
月
か

ら
運
航
開
始
さ
れ
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
各

医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
、
救
急
救
護

体
制
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
年
４
月
か
ら
、
番
組
制
作
と
管
理
業
務

の
一
部
を
民
間
委
託
で
行
い
ま
す
。ま
た
、

本
年
７
月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完

全
移
行
に
向
け
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
普
及
啓

発
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

広
域
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
山

口
国
体
の
開
催
ま
で
に
「
萩
・
三
隅
道
路
」

が
全
線
開
通
、「
小
郡
・
萩
道
路
」
の
一
部

が
供
用
開
始
と
な
る
な
ど
、
経
済
活
動
や

観
光
面
で
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
山
陰
自
動
車
道
の
整
備
は
、「
長
門
・

俵
山
道
路
」
が
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
も
官
民
一
体
と
な
っ
た
、
要
望
活
動

や
啓
発
活
動
を
継
続
し
、
全
線
の
早
期
完

成
に
向
け
た
取
組
を
、
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
が
栄
え
る
ま
ち

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
従
事
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
、
関
税
撤
廃
問
題
、
米
価
の
低

迷
な
ど
、深
刻
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、

「
６
次
産
業
化
」
な
ど
の
国
の
農
業
政
策

に
も
全
力
で
対
応
し
、
農
家
の
所
得
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物
等

直
売
施
設
や
学
校
給
食
へ
の
供
給
の
た

め
、生
産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
な
が
と
ゆ
ず
き
ち
」「
長
州
黒
か

し
わ
」「
長
州
な
が
と
和
牛
」
な
ど
、
地
場

産
の
ブ
ラ
ン
ド
品
目
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
グ
ル
メ
と
旅
を
組
み
合
わ
せ
た
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
仙
崎
新

市
場
施
設
の
本
体
工
事
に
着
手
す
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
豊
か
な
漁
場
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
下
関
市
と
の
ト
ッ
プ
会
談
で ▲ケーブルテレビの一部業務を民間委託

合
意
し
県
に
要
望
し
た
、
キ
ジ
ハ
タ
等
の

水
産
資
源
回
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
組
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
補
助
制
度
」
を
、

平
成
23
年
度
か
ら
新
た
に
導
入
し
、
市
内

産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
平
成
23
年
度
が
「
緊
急
雇
用
創
出
事

業
」
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
公
募
に
よ
っ
て
対
策
事
業
を
選
定

し
、
決
定
さ
れ
た
民
間
事
業
者
に
つ
い
て

積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
長
門
市
観

光
基
本
計
画
に
基
づ
き
、「
日
本
の
心
『
や

さ
し
さ
』
を
奏
で
る
ま
ち
長
門
」
の
創
造

を
め
ざ
し
、
関
係
団
体
、
事
業
者
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
枚
岩
と
な
っ
て
、
全
力
で

観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
ず
、
長
門
の
「
海
」、「
里
」、

「
湯
」、「
食
」、「
人
」
の
各
分
野
で
、「
や

さ
し
さ
」
を
発
信
で
き
る
、
観
光
素
材
の

開
発
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
本
市
の
誇
れ
る

資
源
の
一
つ
で
あ
る
、「
海
」
を
生
か
し
た

体
験
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
と
環
境
保
全
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
新
た
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
核
的
観
光
振
興
組
織
に
つ
い

て
は
、長
門
市
観
光
協
会
が
法
人
化
さ
れ
、

長
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
大
都
市
圏
に

お
け
る
観
光
・
物
産
の
情
報
発
信
や
、
国

体
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
目
的
や

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
踏
ま
え
た
戦
略
的
な
観
光

宣
伝
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
長
門
市
を
舞

台
と
す
る
ロ
ケ
の
誘
致
な
ど
を
通
じ
て
、

長
門
市
の
魅
力
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
長
門
市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

生
き
が
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　

保
健
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
寄
附
に
よ

り
設
置
し
た
「
す
こ
や
か
な
が
と
ワ
ク
チ

り
と
い
っ
た
、
地
域
の
課
題
を
把
握
し
解

決
に
向
け
た
取
組
を
検
証
す
る
な
ど
、
市

内
の
他
地
域
へ
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

個
性
豊
か
に
人
が
輝
く
ま
ち

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
校
運
営
協

議
会
制
度
を
導
入
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
」
と
、
小
中
学
校
９
年
間
の
つ

な
が
り
を
重
視
し
た
「
小
中
一
貫
教
育
」

の
一
層
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
深
川
小

学
校
改
築
工
事
の
完
成
を
図
る
と
と
も

に
、
油
谷
小
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設
計

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

耐
震
化
で
は
、
仙
崎
中
学
校
特
別
教
室
棟

の
耐
震
補
強
工
事
、
向
陽
小
学
校
の
耐
震

診
断
・
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
、
菱

海
中
学
校
校
舎
や
元
向
津
具
中
学
校
の
屋

内
運
動
場
の
耐
震
診
断
に
着
手
し
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
材
供
給
シ
ス

テ
ム
を
検
証
す
る
中
で
、
地
場
産
食
材
の

積
極
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
主
体
的
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
自
主
運
営
組
織
に
よ
る
取
組
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
大
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
向

け
て
、
具
体
的
な
調
査
・
検
討
を
進
め
て
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特 集 平 成23年 度 予 算 の 概要



地域再生のまちづくり推進予算

　近年、市税の減少や高い水準の公債費など、市財政
を取り巻く環境は年々厳しくなっています。そのため、
平成23年度の予算編成にあたっては、徹底した事務
事業の見直しと行財政改革を実行し、限られた財源を
有効かつ効率的に活用し、「選択と集中」による地域
活性化のための重点施策への配分に取り組みました。
　なお、平成23年度予算は、市民協働を推進させ、
安心して暮らせる福祉施策に引き続き取り組むととも
に、産業プロジェクトの事業を実行に移す『地域再生
のまちづくり推進予算』として位置付けています。

人件費
3,963,506
 （18.7％）

   扶助費
2,803,493
  （13.2％）

   公債費
3,530,318
 （16.7％）

その他
1,120,033
  （5.3％）

普通建設事業費
    2,833,158
      (13.4％）

災害復旧事業費
   2,500
   （0.0％）

物件費
2,701,228
（12.7％）

補助費等
1,542,586
（7.3％）

繰出金
2,698,071
（12.7％）

維持補修費
 　　 191,766
貸付金 99,912
積立金
        800,009
投資及び出資金
            7,466
予備費 20,880

義務的経費
 10,297,317
　　（48.5％）

    その他の経費
  8,061,918
（38.0％）

歳出総額
21,194,893

投資的経費
2,835,658
  （13.4％）

市税
3,781,388
（17.8％）

諸収入
560,480
（2.6％）

その他
843,764
 （4.0％）

国庫支出金
1,849,929
   （8.7％）

県支出金
1,411,932
（6.7％）

　市　債
3,840,700
  （18.1％）

地方交付税
8,150,000
（38.5％）

その他
756,700
   （3.6％）

歳入総額
21,194,893

自主財源
 5,185,632
     （24.5％）

依存財源
　　16,009,261
　　　（75.5％）

分担金及び負担金
　　  　189,246
使用料及び手数料
        　505,571
財産収入 29,367
繰入金  112,578
繰越金             1
寄附金      7,001

地方譲与税     230,500
利子割交付金    16,100
配当割交付金      5,500
株式等譲渡所得割交付金
                         2,900
地方消費税交付金
                     354,000
ゴルフ場利用税交付金
                       10,200
自動車取得税交付金
                       73,000
地方特例交付金
                       59,300
交通安全対策特別交付金
                         5,200

一般会計

特別会計
  国民健康保険事業
  公共下水道事業
  湯本温泉事業
  老人保健事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  介護保険事業
  電気通信事業
  後期高齢者医療事業

合　　計

21,194,893

11,343,911
5,431,450
955,783
99,756
　廃止

106,340
543,758
3,544,525
106,522
555,777

32,538,804

20,290,000

11,267,989
5,567,942
974,153
78,101

　12,391
102,075
528,960
3,294,338
103,208
606,821

31,557,989

904,893

75,922
▲ 136,492
▲ 18,370
21,655

▲ 12,391
4,265
14,798
250,187
3,314

▲ 51,044

980,815

4.5

0.7
▲ 2.5
▲ 1.9
27.7
皆減
4.2
2.8
7.6
3.2

▲ 8.4

3.1

会　 計　 別 予　算　額
（単位：千円）

前年度予算額
 （単位：千円）

増　減　額
（単位：千円）

対前年度伸率
　（単位：％）

平成23年度 予算の構成

平成23年度 一般会計予算の構成（単位：千円）

※自主財源…市が自主的に収入できる財源
　依存財源…国や県の意思により定められた額を交付されたり、割り当てられたりする収入

い
き
ま
す
。

　
「
お
い
で
ま
せ
!
山
口
国
体
」
の
開
催

ま
で
、
い
よ
い
よ
残
り
８
ヵ
月
と
な
り
ま

し
た
。
開
催
に
向
け
て
、「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
や
広
報
活
動
を
通
じ
、
国
体
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
気
運
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
体
で

は
、「
す
る
」「
観
る
」「
支
え
る
」
の
３
分

野
の
い
ず
れ
か
に
、
市
民
の
皆
様
に
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
、「
国
体
総
参
加
運
動
」

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
長
門

市
に
来
ら
れ
る
多
く
の
選
手
等
の
皆
様
に

は
、
快
適
な
環
境
で
気
持
ち
よ
く
プ
レ
ー

し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
長
門
市
の
自

然
や
食
、
歴
史
・
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ

き
、
再
び
長
門
の
地
を
訪
れ
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
民
と
一
体
と

な
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
香
月
泰
男
画
伯
の
生
誕
100
年

を
迎
え
ま
す
。
記
念
事
業
の
特
別
展
示

に
つ
い
て
は
、
山
口
国
体
の
開
催
時
期
に

合
わ
せ
、
香
月
画
伯
の
代
表
作
で
あ
る
シ

ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
作
品
の
「
里
帰
り
展
」

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
初
公
開
と
な

る
「
欧
州
ス
ケ
ッ
チ
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
香
月
画
伯
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
記
念
事
業
を
開
催
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
没
後
80
年
金
子
み
す
ゞ
展
」
に
つ
い

て
は
、
毎
日
新
聞
社
の
主
催
に
よ
り
、
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
な
る
展
示
会
場
を
長
門
市
と

し
、
夏
休
み
期
間
中
に
「
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
創
り
、
自
分
発
信
す
る
ま
ち

　

自
分
発
信
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
本
年
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

各
地
域
審
議
会
か
ら
の
最
終
答
申
を
踏
ま

え
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
的
な
コ
ミ
ュ

テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
、「
市
民
協
働
の

体
制
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
昨
年
３
月
、
新
た
に
策
定
し
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
お
い
て
、
合

併
時
の
目
標
で
あ
る
「
総
職
員
数
を
10
年

間
で
100
人
削
減
」
を
、
計
画
前
倒
し
に
よ

り
７
年
間
で
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
も
目
標
達
成
に

向
け
、
組
織
の
更
な
る
ス
リ
ム
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。企
画
総
務
部
に
お
い
て
は
、

部
内
の
業
務
を
所
管
換
え
す
る
こ
と
で
、

各
種
施
策
を
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に

推
進
で
き
る
組
織
体
制
に
改
編
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
福
祉
部
に
お
い
て
は
、
社
会

保
障
分
野
と
社
会
福
祉
分
野
の
業
務
を
再

編
成
し
、新
た
に
「
保
険
課
」
と
「
福
祉
課
」

を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
焼
却
施
設
や
油
谷
小
学
校

建
設
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
、
さ
ら
に
は

交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
特
例
措
置
の
終

了
を
見
据
え
た
財
源
対
策
と
し
て
、
合
併

特
例
債
を
活
用
し
た「
地
域
活
性
化
基
金
」

を
平
成
22
年
度
に
設
置
し
ま
し
た
。
平
成

23
年
度
に
お
い
て
も
、
そ
の
積
み
増
し
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
入
札
の

透
明
性
、
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
市

が
提
示
す
る
一
定
の
条
件
に
適
合
す
る
も

の
は
、
す
べ
て
入
札
に
参
加
で
き
る
「
条

件
付
一
般
競
争
入
札
」
の
適
用
金
額
を
拡

大
し
ま
す
。
ま
た
、
品
質
確
保
を
図
る
観

点
か
ら
、
実
勢
価
格
を
反
映
さ
せ
る
「
最

低
制
限
価
格
制
度
」
を
新
た
に
導
入
し
、

低
入
札
価
格
調
査
制
度
と
の
併
用
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
「
行
財
政
改
革
」
に
つ
い
て

は
、
同
じ
種
類
の
公
共
施
設
で
格
差
の

あ
っ
た
使
用
料
の
見
直
し
を
行
い
、
本
年

４
月
か
ら
新
料
金
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

施
設
の
団
体
利
用
に
つ
い
て
は
、
６
ヵ
月

間
の
周
知
期
間
の
後
、
10
月
１
日
か
ら
新

た
な
減
免
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

終
わ
り
に

　

以
上
、
平
成
23
年
度
の
施
政
方
針
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
施
策
の
実

現
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆

様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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▲おいでませ！山口国体がいよいよ本番へ

▲生誕100周年へ向け香月泰男美術館がリニューアル

特 集 平 成23年 度 予 算 の 概要


